
第 3 回 四 極 会 寄 付 講 座 「 会 社 研 究 」  

 … 銀 行 の 役 割 ・ 使 命 と 大 分 銀 行 の 取 組 み …  

講 師 の 菊 口 邦 弘 氏 （ 大 学 2 9 回 ） は 大 分 銀 行 常 務 取 締 役 。 大 分

銀 行 に は 毎 年 1 0 名 前 後 の 経 済 学 部 卒 業 生 が 採 用 さ れ て い る 。  

ま ず 銀 行 の 基 本 的 な 役 割 に つ い て 解 説 。 銀 行 は 資 金 仲 介 、 信 用

創 造 、 支 払 決 済 と い う 機 能 を 持 ち 、 預 金 、 融 資 、 為 替 と い う ３ 大

業 務 を 通 し て 営 利 性 と 公 共 性 を 追 求 し て い る 。  

し か し 最 近 は 、 F i n Te c h の 進 展 に よ り 金 融 サ ー ビ ス と 他 の 様 々

な 非 金 融 サ ー ビ ス と の 壁 が な く な り 、 あ た か も 、 そ れ ら が 一 つ に

な っ た 生 態 系 が 出 来 上 が り つ つ あ る 。  

大 分 銀 行 は 、 変 化 す る 環 境 の 下 で あ る べ き 姿 を 模 索 し 続 け て い

る 。 地 域 の お 客 様 と の 絆 を 大 切 に し な が ら 地 域 と と も に 成 長 す る

基 本 は 変 わ ら な い 。  

大 分 銀 行 が 求 め る の は 「 チ ャ レ ン ジ 」「 イ ノ ベ ー シ ョ ン 」「 プ ロ

フ ェ ッ シ ョ ナ ル 」「リ ー ダ ー シ ッ プ 」「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」「コ ン

プ ラ イ ア ン ス 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 と い う 7 つ の 能 力 ・ 意 欲 を 持 つ

人 材 で あ る 。  

こ の よ う な 内 容 を 体 系 的 に 詳 し く 説 得 力 を も っ て 講 義 さ れ た 。

地 方 銀 行 の 基 本 的 な 役 割 、 変 化 に 立 ち 向 か っ て 多 様 な 施 策 を 繰 り

広 げ て い る 銀 行 と 行 員 。 講 師 の 経 験 に 基 づ く 広 範 な 知 識 や 深 い 洞

察 に 加 え て 、 端 々 に お 人 柄

も 滲 み 出 て 、 学 生 を 飽 き さ

せ な か っ た 。  

最 後 に 、 学 生 の 皆 さ ん は

自 ら を 磨 い て 、 大 分 銀 行 で

一 緒 に 未 来 に 挑 戦 し よ う と

呼 び か け た 。 受 講 し て 金 融

機 関 で 働 い て み た い と 感 じ

た 学 生 も 多 か っ た の で は な

か ろ う か 。  

 



 


